
令和６年５月２２日 

国土交通省 東北地方整備局  

仙台河川国道事務所 

 

国道４号（白石
し ろ い し

市、大崎
おおさき

市～栗原
く り は ら

市）の 

道路計画検討に関する意見聴取を実施します。 

～みなさまのご意見をお聞かせください～ 
 

「国道４号白石
し ろ い し

市」及び「国道４号大崎
おおさき

市から栗原
く り は ら

市」における道路計画の検討にあたり、地域のみなさまや

道路を利用される方が重視される項目について、ご意見をお伺いするアンケート調査及びヒアリング調査を行い

ますので、ご協力をお願いいたします。 
 

アンケート調査について 

〇対象区間：  国道４号白石
し ろ い し

市斎川
さいかわ

～大平
おおだいら

森合
もりあ い

 

〇対象区間：  国道４号大崎
おおさき

市古川
ふるかわ

荒谷
あ ら や

～栗原
くりはら

市高清水
たかしみず

豊田
と よ た

 

○調査期間：令和６年５月２３日（木）～令和６年７月３１日（水） 

○調査内容：上記対象区間の道路計画の検討にあたり、地域のみなさまや道路を利用される方が重視する項目について、

意見を把握するために実施します。 

調査方法 実施方法 実施期間 

インターネット 

（WEB） 

仙台河川国道事務所ホームページに掲載します。 

国道 4 号白石
し ろ い し

市斎川
さ い か わ

～大平
おおだいら

森合
も り あ い

 

https://www.thr.mlit.go.jp/sendai/douro/r4/questionnaire/shiroishi.html 

国道 4 号大崎
お お さ き

市古川
ふるかわ

荒谷
あ ら や

～栗原
く り は ら

市高清水
た か し み ず

豊田
と よ た

 

https://www.thr.mlit.go.jp/sendai/douro/r4/questionnaire/oosaki.html 

 

 

令和６年５月２３日(木) 

～７月３１日（水） 

返信用はがき ① 別紙の各調査対象地域にお住まいの方に、郵送または広報誌差し込みに

て全戸配布します。 

② 別紙の各対象区間を利用する事業者へ郵送配布します。 

③ 各自治体の公共施設等にアンケート調査票と回収ボックスを設置します。 

（設置箇所は別紙参照による）  

令和６年７月１日（月） 

～７月３１日（水） 

 

 

ヒアリング調査について 

〇調査期間：令和６年５月２３日（木）～令和６年７月３１日（水） 

○対 象：別紙の各対象区間の沿線地域及び広域的な利用が考えられる地域の自治体、団体、事業者。 

○調査内容：上記対象区間の道路計画の検討にあたり、業務等で道路を利用される際に重視する項目について、意見を 

把握するために実施します。 

※なお、対面での聞き取りを予定していますが、調査票送付と電話聞き取りによる対応も可能です。 

 

【発表記者会：宮城県政記者会、東北電力記者会、東北建設専門紙記者会、福島県政記者クラブ、福島市政記者クラブ】 

【お問い合わせ先】 
国土交通省 東北地方整備局 仙台河川国道事務所 

TEL 022-248-4131(代表)  E-mail：thr-dourotyousa@ki.mlit.go.jp 

副所長（道路担当）  鳴海
な る み

 芳紀
よしのり

 （内線 ２０５） 

調  査  課  長  石川
いしかわ

 勝
よし

浩
ひろ

 （内線 ４５１） 

記者発表資料 

１

２

１

２



別紙（□1 白石市）  

●アンケート調査票・返信用はがきの配布 
〇調査対象地域にお住まいの方 

・対 象 地 域：白石市、大河原町、蔵王町、国見町  

・配 布 方 法：各市町の広報誌差し込みにて配布します。 

・配布予定日：７月１日（月）～ 

〇上記以外の方 

下表【調査票・回収ボックス設置箇所一覧】に示す公共機関、道の駅等にアンケート調査票・返信用

はがきと回収ボックスを設置します。 

また、インターネットによる回答も可能です。 

 

●アンケートの回答方法 

①インターネットによる回答 

 

 

 

 
 
 
 

 
②返信用はがきによる回答 

返信用はがきに回答をご記入いただき、お近くの郵便ポスト、または下表【調査票・回収ボックス設

置箇所一覧】に示す公共機関、道の駅等の回収ボックスへ投函してください。 

 

【調査票・回収ボックス設置箇所一覧】     【調査対象地域及び対象区間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 設置場所 

国土交通省 ・仙台河川国道事務所 

・岩沼国道維持出張所 

宮城県 ・宮城県庁 

・大河原合同庁舎 

福島県 ・福島県庁 

・県北建設事務所 

市役所 

町役場 

・白石市役所 

・大河原町役場 

・蔵王町役場 

・国見町役場 

公民館等 ・白石市中央公民館 

・白石市文化体育活動センター 

・金ケ瀬公民館（大河原町） 

・大河原町駅前図書館 

・大河原町中央公民館 

・蔵王町ふるさと文化会館 

・国見町観月台文化センター 

道の駅等 ・道の駅 村田  

・道の駅 国見 あつかしの郷 

・おもしろいし市場 

・国見 SA 

・菅生 PA 

検索サイトや 

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝから 

インターネットによる回答を行う場合は下記の二次元コードか、 

「仙台河川国道事務所」で検索し、下記のバナーからアクセス 

してください。 

仙台河川国道事務所の

ホームページから 
詳しくは「東北地方整備局 仙台河川国道事務所の HP」へ 

アクセスしてください。 

対象区間

凡例 
  調査対象地域 

アンケートページ URL：https://www.thr.mlit.go.jp/sendai/douro/r4/questionnaire/shiroishi.html
 



別紙（□2 大崎市～栗原市）  

●アンケート調査票・返信用はがきの配布 

〇調査対象地域にお住まいの方 

・対 象 地 域：大崎市（旧古川市のうち下図の範囲、旧三本木町、旧田尻町） 

        栗原市（旧花山村を除く） 

        登米市（旧南方町、旧迫町のうち北方・新田地区） 

・配 布 方 法：大崎市は郵送、栗原市及び登米市は広報誌差し込みにて配布します。 

・配布予定日：７月１日（月）～ 

〇上記以外の方 

下表【調査票・回収ボックス設置箇所一覧】に示す公共機関、道の駅等にアンケート調査票・返信用

はがきと回収ボックスを設置します。 

また、インターネットによる回答も可能です。 

 

●アンケートの回答方法 

①インターネットによる回答 

 

 

 

 
 
 

 

 
②返信用はがきによる回答 

返信用はがきに回答をご記入いただき、お近くの郵便ポスト、または下表【調査票・回収ボックス設

置箇所一覧】に示す公共機関、道の駅等の回収ボックスへ投函してください。 

 

【調査票・回収ボックス設置箇所一覧】     【調査対象地域及び対象区間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 設置場所 

国土交通省 ・仙台河川国道事務所 

・古川国道維持出張所 

宮城県 ・宮城県庁 

・大崎合同庁舎 

・栗原合同庁舎 

・登米合同庁舎 

市役所 ・大崎市役所（本庁舎、三本木総合支所、田

尻総合支所） 

・栗原市役所（本庁舎、築館総合支所、金成

総合支所、栗駒総合支所、鶯沢総合支所、

若柳総合支所、志波姫総合支所、一迫総

合支所、高清水総合支所、瀬峰総合支所） 

・登米市役所（迫庁舎、南方庁舎） 

公民館等 ・地域交流センター（大崎市） 

・大崎市図書館 

・西郷公民館（登米市） 

・新田公民館（登米市） 

道の駅等 ・道の駅 おおさき 

・道の駅 あ・ら・伊達な道の駅 

・道の駅 三本木 

・道の駅 みなみかた 

・長者原 SA 

月

インターネットによる回答を行う場合は下記の二次元コードか、 

「仙台河川国道事務所」で検索し、下記のバナーからアクセス 

してください。 

詳しくは「東北地方整備局 仙台河川国道事務所の HP」へ 

アクセスしてください。 

仙台河川国道事務所の

ホームページから 

検索サイトや 

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝから 

凡例 
  調査対象地域 

対象区間

アンケートページ URL： https://www.thr.mlit.go.jp/sendai/douro/r4/questionnaire/oosaki.html 



全 問
（約４分程度）
４

地域や道路交通の地域や道路交通の
現状と課題の整理現状と課題の整理

政策⽬標の設定政策⽬標の設定
対応⽅針案の検討対応⽅針案の検討

道路交通・道路交通・
地域の課題把握地域の課題把握

ルート案に対するルート案に対する
意⾒の把握意⾒の把握

対応⽅針案の決定対応⽅針案の決定

し ろ い し お お だ い ら も り あ いさ い か わ

⽩⽯市斎川〜⼤平森合⽩⽯市斎川〜⼤平森合⽩⽯市斎川〜⼤平森合
国道4号国道4号国道4号

道路計画検討に関する第２回アンケート調査道路計画検討に関する第２回アンケート調査道路計画検討に関する第２回アンケート調査

アンケートアンケートアンケートアンケート

今回のアンケートと
道路計画の流れ
今回のアンケートと
道路計画の流れ
今回のアンケートと
道路計画の流れ

●⽩⽯市の国道 4号は、都市の発展とともに道路の利⽤が変化し、対象区間の道路に負担が
 ⽣じているため、混雑や事故などの課題を抱えています。

アンケートアンケートアンケートアンケート

白石市公式キャラクター

ポチ武者こじゅーろう

国⼟交通省 東北地⽅整備局 仙台河川国道事務所 調査課
022-248-0048

( 平⽇ 9:15 〜 18:00)

thr-dourotyousa@ki.mlit.go.jpthr-dourotyousa@ki.mlit.go.jp

A案 現道改良案

バイパス案B案

現道拡幅とすることで現道機能強化を図り、課題解消を
図る案です。
バイパス整備とすることで交通転換を図り、課題解消を
図る案です。

※ご意⾒は統計的に処理し、住所・⽒名や個⼈の意⾒等が特定されることはございません。

●本アンケートは、対象区間の道路計画検討にあたり、対応⽅針（案）を踏まえ、対象区間
 の課題解決のために重視すべき項⽬についてご意⾒をお聞きするために⾏う調査です。

今回今回今回

までにお願いします。アンケートのご回答は 令和６年７⽉31⽇（⽔）令和６年７⽉31⽇（⽔）

お問い
合わせ
お問い
合わせ
お問い
合わせ TEL Email

みなさまのご意⾒をお聞かせください！Web 回答
はこちらから

⾼規格道路
凡 例

⼀般国道

主要地⽅道

4⾞線

2⾞線

４

４

457

349

113

113

E4

宮城県

福島県

凡例
⾼規格道路
⼀般国道
主要地⽅道 ・
⼀般県道
4 ⾞線
2 ⾞線

アンケート
対象区間

対象区間の道路に
ついてご意⾒を
お聞かせください

凡 例

A案 現道改良案

B案 バイパス案



白石市公式キャラクター

ポチ武者こじゅーろう

第１回アンケート結果の概要第１回アンケート結果の概要

地域や道路の課題解消のため、地域や道路の課題解消のため、
２つの案を⽴案しました２つの案を⽴案しました

●対象区間の利⽤⽬的●対象区間の利⽤⽬的 ●課題の認識●課題の認識

問題と思う（問題と思う・やや問題と思う）
問題と思わない（あまり問題と思わない・問題と思わない） 無回答

問題と思う（問題と思う・やや問題と思う）
問題と思わない（あまり問題と思わない・問題と思わない） 無回答

約８割

約６割

約６割

約８割

東北道通⾏⽌め発⽣時には、
混雑により通過に時間がかかる

交通事故が多いと感じる

物資輸送に問題が発⽣している

⽚側1⾞線のために、
救急搬送の⽀障になっている

84%

64%

64%

81%

32%

32%

3%

4%

4%

3%

0% 20% 40% 60% 80%100%

13%

16%

詳細はHPで紹介中詳細はHPで紹介中たくさんのご意⾒ありがとうございました！たくさんのご意⾒ありがとうございました！

住⺠・道路利⽤者住⺠・道路利⽤者 回答票数 6,560 票回答票数 6,560 票

事業者事業者 回答社数 98社回答社数 98社

住⺠・道路利⽤者住⺠・道路利⽤者 回答票数 6,560 票回答票数 6,560 票

事業者事業者 回答社数 98社回答社数 98社

第 1 回アンケート結果を踏まえた課題の再整理第 1回アンケート結果を踏まえた課題の再整理第 1回アンケート結果を踏まえた課題の再整理

ご意⾒を踏まえて、ルート帯を検討する上で
重視すべき事項について、以下の９項⽬を考えています

ご意⾒を踏まえて、ルート帯を検討する上で
重視すべき事項について、以下の９項⽬を考えています

現道改良案現道改良案 バイパス案バイパス案

産業・物流 救急医療

A案A案 B案B案

▼東北道通⾏⽌め発⽣時の混雑状況
(R4.6.7) ▼対象区間の沿道出⼊り箇所 ▼歩道未設置区間のバス停状況

現道拡幅とすることで現道機能強化を図り、
課題解消を図る案です。

バイパス整備とすることで交通転換を図り、
課題解消を図る案です。

現道改良案4⾞線
設計速度60km/h

拡幅部︓
４⾞線

バイパス部︓
２⾞線

設計速度 60km/h

バイパス案

⇒ 東北道通⾏⽌めの際、迂回路がないため、
国道４号に⾞が集中して⼤渋滞となるとの
意⾒がありました。

７７７６６６ 313131 水水

⇒沿線集落へ右折する⾞があり、信号機もない
ため追突事故の危険性が⾼いとの意⾒があり
ました。

※⽇常的利⽤  ︓「仕事」、「通勤」、「通学」、「通院」、「家事（買物など）」、「送迎」の合計
   ⾮⽇常的利⽤︓「レジャー・ドライブなど」
  その他・無回答︓「その他」、「無回答」の合計

※その他・無回答︓「営業」、「送迎」、「無回答」の合計

⽇常的利⽤
44%

⽇常的利⽤
44%⾮⽇常的

利⽤
39%

その他・
無回答
17%

約４割が
日常的利用

約４割が
非日常的利用

約９割

約７割

約７割

約９割

0% 20% 40% 60% 80%100%

東北道通⾏⽌め発⽣時には、
混雑により通過に時間がかかる

交通事故が多いと感じる

物資輸送に問題が発⽣している

⽚側1⾞線のために、
救急搬送の⽀障になっている

91%

73%

66%

89%

9%

27%

33%

11%

0%

0%

0%

1%

約５割が
運送・運搬で利用

運送・運搬
50%

その他・
無回答
50%

道路の信頼性 事 故A

D

歩⾏環境CB

E

配慮すべき事項配慮すべき事項

FF HH⽣活環境⽣活環境
沿道⽣活環境への影響沿道⽣活環境への影響交通容量の確保交通容量の確保

安全な交通環境安全な交通環境

安全・安⼼な歩⾏環境安全・安⼼な歩⾏環境

物流ルートの⾛⾏性、速達性の向上物流ルートの⾛⾏性、速達性の向上

救急搬送ルートの安定性、速達性の向上救急搬送ルートの安定性、速達性の向上

GG ⾃然環境⾃然環境
地形・⾃然環境の改変、
脱炭素社会への貢献
地形・⾃然環境の改変、
脱炭素社会への貢献

▼電⼦機器に関する原材料や製品の輸送ルート

歩道未設置
区間にバス停

が設置

至 東京

至 青森

⇒歩道がないバス停は危ないので、
⼦供を歩かせるのは怖いとの意⾒が
ありました。

至

東東
京

至

青青
森

Ｅ4

東北新幹線
東北⾃動⾞道

至

東東
京

至

青青
森

Ｅ4

東北新幹線
東北⾃動⾞道

周辺関連事業等（（仮称）⽩⽯
中央スマート IC周辺整備）
との連携
周辺関連事業等（（仮称）⽩⽯
中央スマート IC周辺整備）
との連携

周辺関連事業等

II
整備に関する費⽤整備に関する費⽤
経済性

▲（仮称）⽩⽯中央スマートIC周辺整備エリアのイメージ

⇒スマートICの整備や周辺
開発が進めば対象区間の
需要が増加し、現在より
混雑する可能性があるとの
意⾒がありました。

政策⽬標政策⽬標

AA 代替道路としての機能向上代替道路としての機能向上

CC 安全・安⼼な歩⾏環境の確保安全・安⼼な歩⾏環境の確保

BB 交通安全の確保交通安全の確保

物流・地域産業を
⽀える幹線道路の強化
物流・地域産業を
⽀える幹線道路の強化DD

安定した救急搬送
ルートの確保
安定した救急搬送
ルートの確保EE

至 東京

至 青森

▼救急搬送時の問題点

⇒⽚側１⾞線で⼤型⾞が多く追い越しが困難なため搬送に
時間がかかり、追い越し時の加減速の回数も増えてしまい、
患者への負担になっているとの意⾒がありました。

至 青森

至 東京

集落への出⼊り⾞両の後続で
追突事故の危険性

⼤型⾞が多く
搬送しづらい
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東
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⾃
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⾞
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東
北
⾃
動
⾞
道

東
北
⾃
動
⾞
道

アンケート
対象区間

対象区間の道路に
ついてご意⾒を
お聞かせください

凡例
⾼規格道路
⼀般国道
主要地⽅道 ・
⼀般県道
4 ⾞線
2 ⾞線
事業中

凡 例

A案 現道改良案

B案 バイパス案

凡 例

⾼規格道路

⼀般国道

主要地⽅道・
⼀般県道
４⾞線

２⾞線

市道（事業中）
市道

凡例
（世界農業遺産 ⼤崎耕⼟）

⽔⽥

居久根

●⼤崎市から栗原市の国道4号は、都市の発展とともに道路の利⽤が変化し、対象区間の道路に
 負担が⽣じているため、混雑や事故などの課題を抱えています。

※ご意⾒は統計的に処理し、住所・⽒名や個⼈の意⾒等が特定されることはございません。

今回のアンケートと
道路計画の流れ
今回のアンケートと
道路計画の流れ

お問い
合わせ
お問い
合わせ

アンケートアンケートアンケートアンケート

アンケートのご回答は までにお願いします。

今回今回
アンケートアンケートアンケートアンケート

ふ る か わ あ ら や た か し み ず と よ た

古川荒⾕〜 ⾼清⽔豊⽥古川荒⾕〜 ⾼清⽔豊⽥
道路計画検討に関する第２回アンケート調査道路計画検討に関する第２回アンケート調査

国道4号国道4号
⼤
崎
市
⼤
崎
市

栗
原
市
栗
原
市

栗原市公式キャラクター

ねじりほんにょ

国⼟交通省 東北地⽅整備局 仙台河川国道事務所 調査課

令和６年７⽉ 31⽇（⽔）（⽔）

022-248-0048
( 平⽇ 9:15 〜 18:00)

TEL Email thr-dourotyousa@ki.mlit.go.jpthr-dourotyousa@ki.mlit.go.jp

A案 現道改良案

バイパス案B案

現道拡幅とすることで現道機能強化を図り、課題解消を図る
案です。
バイパス整備とすることで交通転換を図り、課題解消を図る
案です。

ター

にょ

●本アンケートは、対象区間の道路計画検討にあたり、対応⽅針（案）を踏まえ、対象区間
 の課題解決のために重視すべき項⽬についてご意⾒をお聞きするために⾏う調査です。

地域や道路交通の地域や道路交通の
現状と課題の整理現状と課題の整理

政策⽬標の設定政策⽬標の設定
対応⽅針案の検討対応⽅針案の検討

道路交通・道路交通・
地域の課題把握地域の課題把握

ルート案に対するルート案に対する
意⾒の把握意⾒の把握

対応⽅針案の決定対応⽅針案の決定

全 問
（約４分程度）
４みなさまのご意⾒をお聞かせください！Web 回答

はこちらから

548                       
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第１回アンケート結果の概要第１回アンケート結果の概要

地域や道路の課題解消のため、地域や道路の課題解消のため、
２つの案を⽴案しました２つの案を⽴案しました

●対象区間の利⽤⽬的●対象区間の利⽤⽬的 ●課題の認識●課題の認識

詳細はHPで紹介中詳細はHPで紹介中
実施期間実施期間実施期間
令和６年令和６年

（⽔）（⽔）
までまで７/31７/31 ご意⾒募集中！
⽔）⽔）
でで

ご意⾒ご意⾒ご意⾒ご意⾒ご意⾒ごご意⾒ご意⾒ご意⾒ご意⾒ご意⾒ご意⾒ご意⾒ご意⾒ご意⾒ご意⾒ご意⾒ご意⾒ご意⾒ご意⾒ご意⾒ご意⾒ご意ご意⾒ご意ご意⾒ご意⾒ご意⾒ご意⾒ご意⾒ご意⾒ご意⾒ご意⾒意ご意⾒ご意⾒意⾒ごご
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中！！！！！！！
ご意⾒募集中！
ご意⾒募集中！
ご意⾒募集中！
ご意⾒募集中！

国道4号国道4号
ふ る か わ あ ら や た か し み ず と よ た

古川荒⾕〜 ⾼清⽔豊⽥古川荒⾕〜 ⾼清⽔豊⽥
⼤
崎
市
⼤
崎
市

栗
原
市
栗
原
市

たくさんのご意⾒ありがとうございました！たくさんのご意⾒ありがとうございました！

住⺠・道路利⽤者住⺠・道路利⽤者 回答票数 10,349 票回答票数 10,349 票

事業者事業者 回答社数 127 社回答社数 127 社

住⺠・道路利⽤者住⺠・道路利⽤者 回答票数 10,349 票回答票数 10,349 票

事業者事業者 回答社数 127 社回答社数 127 社

第1回アンケート結果を踏まえた課題の再整理第1回アンケート結果を踏まえた課題の再整理

ご意⾒を踏まえて、ルート帯を検討する上で
重視すべき事項について、以下の９項⽬を考えています

ご意⾒を踏まえて、ルート帯を検討する上で
重視すべき事項について、以下の９項⽬を考えています

政策⽬標政策⽬標 配慮すべき事項配慮すべき事項

栗原市公式キャラクター

ねじりほんにょ
栗原市公式キャラクター

現道改良案現道改良案 バイパス案バイパス案

道路の信頼性

産業・物流

事 故 歩⾏環境

救急医療

▼東北道通⾏⽌め発⽣時の
混雑状況（R3.1.29）

▼対象区間の混雑状況（冬期） ▼歩道未設置区間の
歩⾏者利⽤状況

現道拡幅とすることで現道機能強化を図り、
課題解消を図る案です。

バイパス整備とすることで交通転換を図り、
課題解消を図る案です。

0% 20% 40% 60% 80% 100%
冬期や東北道通⾏⽌め発⽣時には、

混雑により通過に時間がかかる

交通事故が多いと感じる
⽚側に歩道がない区間があり、

通⾏に不安がある

物資輸送に問題が発⽣している
⽚側1⾞線のために、

救急搬送の⽀障になっている

2%2%

3%

2%

2%

3%

2%

2%86%6%

65%5%

80%80%

65%

83%

86%

65%

80%

65%

83%

12%2%

33%

18%8%

32%

15%

12%

33%

18%

32%

15%

約９割

約７割

約８割

約７割

約８割

91%

62%

71%

62%2%

77%7%

91%

62%

71%

62%

77%

0%

1%

1%

1%

1%

0%

1%

1%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
冬期や東北道通⾏⽌め発⽣時には、

混雑により通過に時間がかかる

交通事故が多いと感じる
⽚側に歩道がない区間があり、

通⾏に不安がある

物資輸送に問題が発⽣している
⽚側1⾞線のために、

救急搬送の⽀障になっている

約９割

約６割

約７割

約６割

約８割

9%

37%

28%

37%7%

22%2%

9%

37%

28%

37%

22%

⇒東北道が通⾏⽌めになった際は、⼤渋滞
になり移動時間が通常の何倍にもなって
しまうとの意⾒がありました。

⇒混雑が発⽣しやすく追突事故の危険を
感じるとの意⾒がありました。

⇒

⾄ 東京

歩道未設置

▼⾃動⾞部品製造⼯場輸送状況例

A

II 経済性経済性
整備に関する費⽤整備に関する費⽤

GG ⾃然環境⾃然環境
地形・⾃然環境（世界農業
遺産の⽔⽥等）の改変、
脱炭素社会への貢献

地形・⾃然環境（世界農業
遺産の⽔⽥等）の改変、
脱炭素社会への貢献

A案A案 B案B案
⾄ ⻘森

⾄ 東京

約４割が
運送・運搬で利用

運送・運搬
35%

運送・運搬
35%

65％65％65%
その他・無回答その他・無回答その他・無回答

HH 周辺関連事業等周辺関連事業等
周辺関連事業等（観光拠点（化⼥
沼周辺エリア）及び⻑者原スマート
ICへのアクセス道路）との連携

周辺関連事業等（観光拠点（化⼥
沼周辺エリア）及び⻑者原スマート
ICへのアクセス道路）との連携

⽔⽥と居久根が織りなす⾵景

▼化⼥沼

▼世界農業遺産 ⼤崎耕⼟

マガンのねぐら⽴ち

現道改良案4⾞線

設計速度80km/h

⾄
⻘
森

⾄
東
京

栗原市⼤崎市

166266165

1

⻘
森

⾄
東
京

栗原市⼤崎市

166266165

1

設計速度 80km/h

バイパス案 4⾞線

⾄
⻘
森

⾄
東
京

栗原市⼤崎市

166266165

1

約５割が
日常的利用

⽇常的利⽤
49%

⽇常的利⽤
49%⾮⽇常的利⽤

35%
⾮⽇常的利⽤

35%

約４割が
非日常的
利用

その他・無回答その他・無回答
16%16%

その他・無回答
16%

※⽇常的利⽤  ︓「仕事」、「通勤」、「通学」、「通院」、「家事（買物など）」、「送迎」の合計
   ⾮⽇常的利⽤︓「レジャー・ドライブなど」
  その他・無回答︓「その他」、「無回答」の合計

※その他・無回答︓「営業」、「送迎」、「旅客」、「その他」、「無回答」の合計

FF
沿道⽣活環境への影響沿道⽣活環境への影響

⽣活環境⽣活環境

BB 交通安全の確保交通安全の確保
安全な交通環境安全な交通環境

CC 安全・安⼼な歩⾏環境の確保安全・安⼼な歩⾏環境の確保
安全・安⼼な歩⾏環境安全・安⼼な歩⾏環境

物流・地域産業を
⽀える幹線道路の強化
物流・地域産業を
⽀える幹線道路の強化DD

物流ルートの⾛⾏性、速達性の向上物流ルートの⾛⾏性、速達性の向上

安定した救急搬送
ルートの確保
安定した救急搬送
ルートの確保EE

救急搬送ルートの安定性、速達性の向上救急搬送ルートの安定性、速達性の向上

AA
交通容量の確保交通容量の確保
代替道路としての機能向上代替道路としての機能向上

歩道が途中でなくなる区間があり、
路肩を歩⾏している歩⾏者もいて
危険との意⾒がありました。

⇒ 東北道の通⾏⽌めにより対象区間が混雑し、
定期便に遅れが⽣じ予定していた⽣産が
できないことがあったとの意⾒がありました。

⾄ ⻘森

⾄ ⾄ ⻘森東京

⇒2⾞線で交通量が多く、路肩に⾞両を停⾞できるスペースも
少ないため、救急⾞での追越しが難しいとの意⾒がありました。

▼救急搬送時の問題点

問題と思う（問題と思う・やや問題と思う）
問題と思わない（あまり問題と思わない・問題と思わない） 無回答

問題と思う（問題と思う・やや問題と思う）
問題と思わない（あまり問題と思わない・問題と思わない） 無回答

２⾞線で交通量も多く
搬送しづらい


